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（写真）アンドレスベジョ・カトリック大学 “企業の雇用・人材開発に関するアンケート調査結果を紹介” 

ベ 

 

 

  企業の人材開発実態調査     

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

ネズエラ経済に一定の回復が見える中、事業

拡大に乗り出す企業も散見され始めており、 

徐々にポジティブな兆しが見え始めている。 

 

ただし、長年続いた深刻な経済不況により多くの従

業員が会社を離れた。また、移民増加により優秀な人

材が国外に流出している中、事業拡大に必要な新規

雇用・人材開発が重要性を増している。 

 

本稿では、現地大学とコンサルタント会社が共同で

行った企業の人材開発に関するアンケート調査の結

果について紹介したい。 

 

 

今回のアンケート調査は、ベネズエラの「アンドレス

ベジョ・カトリック大学」と、人材開発系コンサルタ

ント「MERCER」が共同で実施したアンケート調査。 

 

アンケート回答企業は、ベネズエラ国内で活動する９

３社（具体的な企業名は次ページ参照）。 

 

９３社のうちベネズエラの現地企業は７６％、多国籍

企業は２３％となっている。 

 

回答企業リストを見る限り、外資系企業では「アスト

ラゼネカ」「BMW」「Diageo」「Nestle」「Zoom」「ロ

レアル」などが含まれている。 

 

ベネズエラ国内で活動する９３社が回答 
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年間売り上げ額について、２０００万ドル未満の会社

が全体の６割弱（５８％）を占めており、同２０００

万～１億ドルの企業が２８％、同１億ドル超の企業が

１４％を占めている。 

 

業種別では、「銀行・保険」が１４％と最も多い。 

具体的には「Bancamiga」「BANCARIBE」「BBVA 

Provincial」「Real Seguros」「Seguros Altamira」

「Seguros Caracas」「SEGUROS VENEZUELA」など

が回答している。 

 

次いで「大量消費」が１３％（一般消費財と思われ「ア

ストラゼネカ」「Nestle」「Grupo Zulia」「Plumrose」

などが含まれるのではないか）、小売りが１２％

（「Excelcior Gama」「Farmatodo」「Dragueria Baron 

Pharms 1504」）などが回答している。 

 

 

 

 

 

表：アンケート回答企業

国内企業 76% 2000万ドル未満 58% 超大企業 20%

外国企業 23% 2000万～１億ドル 28% 大企業 9%

１億ドル超 14% 中堅企業 42%

小規模企業 29%

従業員販売額内資・外資

表：アンケート回答企業業種

銀行・保険 14%

大量消費 13%

小売り 12%

専門サービス 10%

技術・通信 10%

教育 8%

研究 8%

製造 8%

物流 4%

自動車 3%

その他 13%
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最初の質問は「人材開発に関する人員数について」。 

 

回答結果の平均値を会社の規模別で並べたところ 

・小規模企業（従業員数１～４９人）は１人。 

・中堅企業（同５０～２４９人）は６人。 

・大企業（同２５０～４９９人）は８人 

・超大企業（同５００人超）は３０人 

という結果になった。 

 

なお、２０２３年の調査では 

・小規模企業（従業員数１～４９人）は１人。 

・中堅企業（同５０～２４９人）は８人。 

・大企業（同２５０～４９９人）は１０人 

・超大企業（同５００人超）は３３人 

だったため、「中堅企業」「大企業」「超大企業」につ

いては人材開発関連の人員が昨年より減ったことに

なる。 

 

 

また、「人材開発部門のトップの性別」に関する質問

では、「女性」が７４％、「男性」が２５％、「その他」

が１％と圧倒的に女性のトップが多いという結果が

出ている。 

 

 

次の質問は、人事部門に限らず企業全体の「役職と性

別」に関する質問。 

 

以下の通り、「管理職」「監督者」「専門家」のポジシ

ョンでは男性より女性の方が割合が多いが、「役員」

「作業員」は男性の方が多い。 

 

特に「役員」の男女比が大きく男性に偏っている傾向

が確認できる。 

 

 

 

採用戦略としても最も使用するツールに関する質問

では、ソーシャルメディが最も多く８３％。次いで、

人材紹介会社が６２％。 

 

以降は大きく差を開けて「教育機関との連携（２２％）」

「口コミ・引き抜き（１９％）」と続いた。 

 

 

企業全体では役員の７割が男性 

表：　性別による役職割合

役職 男性 女性

役員 69% 31%

管理職 43% 57%

監督者 47% 53%

専門家 44% 56%

作業員 58% 42%

採用：６割弱が個人面談を最も重視 

ソーシャルメディア 83%

人材紹介会社 62%

教育機関との連携 22%

口コミ・引き抜き 19%

推薦プログラム 14%
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また、「採用に際して最も重視する選定過程」に関す

る質問の結果は以下の通り。 

 

 

「直接会って個人面接」が４１％と最も高く、３番目

も「オンラインでの個人面接」が１６％。つまり、採

用基準として面接を最も重視する企業の割合は５

７％ということになる。 

 

他、心理テストについても直接形式・オンライン形式

併せて３０％と重視する割合が高いと言える。 

 

なお、「人材開発の分野で AI を導入していますか？」

との質問も行っており、最も多かった分野は「雇用・

人材選定」で２５％は採用の際に AI を使用している

ようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

次に離職に関する質問 

 

「離職理由として最も多い回答は何か？」という質問

に関して、「給料が良くなる」が最も多く全体の４割

を占めた。 

 

次に多かった離職理由は「外国への移住」で２５％。 

ベネズエラ人の移住は一時期よりも減っているが、そ

れでも移住が止まっているわけではない。 

なお、大統領選でマドゥロ政権の継続が決まれば、移

住の波が再び加速することが予想される。 

 

離職の理由を大きく３つにわけると、 

１つ目が「待遇面（給料・職務内容・勤務形態）」な

どを理由とする離職が６３％と最も多い。 

 

２つ目が「移住（国内・国外）」が２８％。 

 

３つ目が「上司との関係」、「職場環境」など人間関係

を理由とする離職で９％。ベネズエラにおいては、人

間関係を理由とする離職は相対的に低いのかもしれ

ない。 

 

 

 

雇用・人材選定 25%

人材育成 22%

知識向上 15%

オリエンテーション 12%

人への対応 10%

人員配置 10%

給料検討 6%

直接会って個人面接 41%

心理テスト 20%

オンラインでの個人面接 16%

オンラインでの心理テスト 10%

テスト・査定 8%

オンラインでのテスト・査定 3%

ヘッドハンターの評価 2%

離職：待遇面が理由の離職が６割超 

今よりも良い給料を得られる 40%

外国への移住 25%

別の能力開発の機会がある 17%

上司との関係 8%

給料以外の待遇（勤務時間等） 6%

国内の移住 3%

職場環境 1%
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次は報酬に関する質問。 

 

「給料支払いに加えて、個人の職責や分野の業績に応

じて賞与を支払うことはありますか？」という質問に

ついて 

 

・「ない」は１６％ 

・「職責・分野などに応じた賞与支払いというわけで

はないが、個人業績に応じて報酬を支払うことは

ある」は２１％ 

・「ある」は６３％だった。 

 

なお、２０２３年調査では、「職責・分野などに応じ

た賞与支払いというわけではないが、個人業績に応じ

て報酬を支払うことはある」は３０％、「ある」は５

４％だったので、業績に応じた報酬支払いに関する仕

組みが昨年度より整備されたと言えそうだ。 

 

 

他、「自社の給料・報酬額を決めるに当たり、同業他

社の状況を参考にしているか？」という質問について、 

「同業他社の給料・報酬支払いの仕組みを認識してお

り、その情報をベースに自社の給料を決めている」と

の回答が５３％と最も多かった。 

 

次いで「同業種の給料・報酬支払いの仕組みはおおよ

そ理解しているが、自社の給料決定の参考にはしてい

ない」が２７％。 

 

「同業他社の給料・報酬支払いの仕組みを知らない」

が２０％という結果だった。 

 

最後に「給料・賞与の支払いの際にどの通貨を使用す

るか」という質問の結果を紹介したい。 

 

「給料の支払い」では、役職が上がるほどドル建ての

割合が高くなり、ボリバル建ての割合が減る。また、

作業員の給料には必ずボリバルが含まれているが、２

４％は給料にドルが含まれているようだ。 

 

「賞与の支払い」は比較的ドル建ての割合が高い。 

「役員」「管理職」については、ボリバル建よりもド

ル建ての方が多いことが確認できる。 

 

以上 

給料・賞与： ドル建て支給が普及 

表：給料の支払いで使用する通貨の回答割合

役員 管理職 監督職 専門職 作業員

ボリバル建 91% 95% 95% 98% 100%

ドル建 53% 52% 39% 38% 24%

コロ・ペソ建 1% 1% 0% 1% 0%

表：賞与の支払いで使用する通貨の回答割合

役員 管理職 監督職 専門職 作業員

ボリバル建 56% 64% 61% 69% 58%

ドル建 75% 75% 62% 58% 35%


